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運
用
さ
れ
て
い
な
い
新
エ
ル

ダ
ー
制
度
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
、
細
か
く
検
証
を
し
な
が

ら
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
東
労
組

の
瓦
解
で
合
理
化
施
策
の
速
度

が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
運
動
の

基
盤
と
な
る
交
渉
と
現
場
で
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
粘
り
強

く
改
善
を
求
め
て
い
く
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
伊
藤
書
記
長
よ
り
、

今
年
度
の
夏
季
手
当
に
向
け
た

取
り
組
み
と
経
過
、組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
、
労
働
条
件

改
善
・
労
働
協
約
改
訂
に
向
け

て
提
起
が
さ
れ
「
大
量
脱
退
に

よ
る
東
労
組
の
影
響
力
の
低
下

は
間
違
い
な
く
、
組
織
拡
大
に

対
す
る
追
い
風
で
あ
る
と
同
時

に
、
業
務
を
通
じ
た
様
々
な
問

　

６
月
30
日
、
東
京
地
本
会
議

室
に
お
い
て
、各
地
方
書
記
長
・

各
地
方
地
区
本
部
組
織
部
長
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

矢
部
副
委
員
長
の
司
会
で
は

じ
ま
り
、大
沼
委
員
長
か
ら「
東

労
組
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を
巡

る
情
勢
を
受
け
て
今
会
議
の
開

催
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
各
地

の
社
員
代
表
選
挙
の
取
り
組
み

の
結
果
や
、
未
だ
ル
ー
ル
通
り

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
こ
の
間
の
東
労
組
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
を
巡
る
情
勢
を

受
け
て
、
通
常
の
組
織
部
長
会
議
に
各
地
方
本
部
の
書
記
長
も
加
え
た
各
地
方
書

記
長
・
各
地
方
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
を
６
月
30
日
に
開
催
し
、
全
体
的
な
状

況
の
共
有
と
組
織
拡
大
へ
の
意
思
統
一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
①
各
地
方
書
記
長
・
各
地
方
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議
、
②
東
日
本

本
部
工
務
協
議
会
第
25
回
交
流
会
、
③
第
17
回
国
労
東
日
本
本
部
運
転
協
議
会
貨

物
運
転
士
交
流
会
、④
第
30
回
国
労
東
日
本
電
気
職
場
交
流
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

テ
ム
の
巡
視
や
、
閑
散
線
区
の

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
へ
の
移
管
の

説
明
が
充
分
で
は
な
い
」「
出

向
へ
の
発
令
や
エ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
化
で
の
通
勤
や
警
備
の
対

応
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
準
備

不
足
が
否
め
な
い
」
と
い
っ
た

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
織
問
題
で
は
、「
東
労
組

の
弱
体
化
に
伴
う
設
備
部
門
で

大
量
脱
退
が
続
い
て
い
る
」「
国

労
へ
の
加
入
を
呼
び
掛
け
て
い

る
が
反
応
が
薄
い
」
な
ど
の
一

方
で
、「
社
員
代
表
戦
で
は
国

労
に
投
票
し
た
人
が
か
な
り
い

た
」
こ
と
や
、
一
部
で
は
国
労

が
職
場
代
表
に
な
っ
た
分
会
な

ど
も
あ
り
、「
日
頃
の
活
動
や

世
話
役
活
動
が
地
道
に
浸
透
し

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
、
組
織
拡
大
へ
の
一
歩
進
ん

だ
状
況
も
出
て
き
て
い
る
。
そ

こ
に
自
信
を
」
と
い
っ
た
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
日
程
の
中
で
最
後

に
丸
谷
議
長
の
集
約
と
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
を
行
い
、
エ
リ
ア
交

流
会
を
無
事
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。　

３
月
に
本
社
か
ら
提
案
さ
れ
た

「
保
線
部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
体
制
の
最
適
化
」
で
保

線
部
門
に
か
け
ら
れ
た
合
理
化

事
案
に
つ
い
て
、
各
地
方
で
交

渉
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

打
越
事
務
長
の
司
会
で
は
じ

ま
り
、
丸
谷
工
務
協
議
長
か

ら
「
保
線
部
門
の
合
理
化
内
容

は
、
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

本
当
に
守
れ
る
の
か
疑
問
を
感

じ
る
。
各
地
方
で
の
解
明
や
基

本
要
求
で
施
策
の
問
題
点
を
洗

い
出
し
、
会
社
に
施
策
の
見
直

し
を
要
求
し
て
、
労
働
条
件
や

安
全
を
守
る
交
渉
を
し
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
東
日
本
本
部
・
伊
藤
書

記
長
か
ら
は
本
社
交
渉
の
内
容

に
つ
い
て
と
、
①
夏
季
手
当
の

取
り
組
み
状
況
、
②
こ
の
間
の

東
労
組
を
巡
る
状
況
と
国
労
の

組
織
強
化
・
拡
大
の
現
状
、
③

会
社
の
効
率
化
施
策
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

討
論
に
入
る
前
に
、
湯
浅
前

議
長
（
高
崎
）
と
大
津
前
事
務

長
（
東
京
）
の
今
ま
で
の
功
績

に
「
感
謝
状
」
と
全
体
の
大
き

な
拍
手
で
感
謝
の
意
を
伝
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
打
越
事
務
長
か
ら
問

題
提
起
が
さ
れ
て
討
論
に
入

り
、
各
地
方
か
ら
は
「
７
月
１

日
実
施
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

題
の
発
生
が
推
測
さ
れ
る
。
引

き
続
き
職
場
で
労
働
組
合
と
し

て
顔
の
見
え
る
丁
寧
な
取
り
組

み
が
重
要
と
な
る
。
労
働
組
合

そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
警
戒
し
な
が
ら
、

現
場
目
線
か
ら
の
組
織
拡
大
に

向
け
取
り
組
み
た
い
」
と
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

武
田
組
織
部
長
か
ら
は
「
12

年
連
続
と
な
る
高
崎
で
の
新
採

加
入
や
女
性
２
名
の
加
入
な
ど

が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
研

修
後
の
配
属
等
も
あ
り
、
新
採

対
策
は
ま
だ
終
了
し
て
い
な

い
。
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
傍
観
者
に
な
っ
て
い

て
呼
び
掛
け
が
弱
い
と
い
う
報

告
が
あ
る
。
今
の
状
況
を
活
か

し
、
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
に
、

東
日
本
本
部
と
し
て
全
体
で
行

　

６
月
９
日
〜
10
日
、
茨
城
県

大
洗
町
に
お
い
て
、
東
日
本
工

務
協
議
会
第
25
回
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
交
流
会
は

組
織
強
化
拡
大
と
共
に
、
今
年

い
や
す
い
取
り
組
み
を
提
案
し

て
い
き
た
い
」
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
方
か
ら
「
若

い
仲
間
が
加
入
し
た
。
こ
の
機

会
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
危
機
感

を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と

組
織
拡
大
に
向
け
た
報
告
や
、

「
新
潟
や
高
崎
で
新
労
組
結
成

の
動
き
が
あ
る
」「
会
社
側
の

労
働
組
合
を
無
視
す
る
よ
う
な

動
き
に
は
公
正
・
公
平
な
対
応

を
求
め
て
欲
し
い
」
な
ど
各
地

の
情
勢
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
矢
部
副
委
員
長
が

「
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
つ
く
る
た
め
、
東
日
本

本
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
地

方
か
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
て

欲
し
い
」
と
ま
と
め
て
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

感謝状を送られた
湯浅前議長と
大津前事務長
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ん
で
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
本
部
運
転
協
議

会
・
長
谷
川
議
長
に
よ
る
主

催
者
挨
拶
で
は
、
①
大
阪
北

部
地
震
を
受
け
て
の
東
日
本

大
震
災
で
の
教
訓
、
②
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
起
き
て
い
る
東
労

組
か
ら
の
組
合
員
脱
退
及
び

会
社
の
動
向
、
③
「
の
ぞ
み

号
」
台
車
亀
裂
事
故
を
受
け

て
の
安
全
問
題
、
④
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
の
乗
務
員
勤
務
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
４
点

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
渡
辺
執
行

委
員
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
脱
退
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
起

き
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

全
国
貨
物
協
議
会
・
真
田

議
長
か
ら
は
、
①
大
阪
北
部

地
震
で
の
被
害
状
況
、
②
株

主
総
会
、
③
夏
季
手
当
を
め

ぐ
る
会
社
状
況
、
④
18
春
闘

で
の
取
り
組
み
、
⑤
待
機
と

休
養
の
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
５
点
に
つ
い
て
、
経
過
と

闘
い
の
展
望
に
つ
い
て
報
告

し
、
奮
起
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
参
加
者
か
ら

の
職
場
に
お
け
る
取
り
組
み

の
報
告
が
あ
り
、
１
日
目
を

　

６
月
21
日
〜
22
日
、
逗
子

市
に
お
い
て
、
第
17
回
国
労

東
日
本
本
部
運
転
協
議
会
貨

物
運
転
士
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
北
は
青
森
か
ら
南
は
大

阪
ま
で
の
貨
物
運
転
士
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

関
東
貨
物
協
議
会
・
因
泥

議
長
が
開
会
に
あ
た
っ
て
、

①
夏
季
手
当
の
闘
い
、
②
安

全
問
題
、
③
組
織
拡
大
の
３

点
に
つ
い
て
報
告
し
「
こ
の

交
流
会
を
通
じ
て
労
働
条
件

改
善
と
組
織
拡
大
を
取
り
組

終
了
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
真
田
議
長
か
ら

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
検
討
さ
れ
て
い

る
「
新
人
事
・
賃
金
制
度
」

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
全
体
で
意
思
統
一
を
図

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
参

加
者
の
半
数
が
Ｊ
Ｒ
採
用
の

運
転
士
と
な
っ
て
若
返
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き
組

織
拡
大
で
、
交
流
会
を
継
続
・

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
、
元

気
が
出
る
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

を
取
上
げ
、
チ
ェ
ッ
ク
を
強

め
る
取
り
組
み
。
④
夏
季
手

当
交
渉
報
告
」
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
社
員
代
表
者
選
挙

に
絡
ん
で
、
今
後
の
職
場
で

の
関
わ
り
方
と
対
応
に
つ
い

て
聞
き
た
い
」
と
い
う
東
日

本
本
部
へ
の
質
疑
に
は
、「
代

表
を
取
る
た
め
に
は
職
場
の

問
題
解
決
の
取
り
組
み
を
地

道
に
行
う
こ
と
が
大
切
。
一

方
で
選
挙
や
取
扱
い
の
諸
問

題
を
集
約
し
、
取
扱
い
を
厳

正
公
正
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

高
橋
議
長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
発
足
後
31
年
が
経

過
。
電
気
関
係
で
も
山
手
線

電
化
柱
倒
壊
や
籠
原
構
内
が

い
し
落
下
等
、
重
大
な
事
故

が
発
生
し
続
け
て
い
る
。
こ

れ
は
メ
ン
テ
合
理
化
が
背
景

に
あ
り
、
交
流
会
で
施
策
の

検
証
と
労
働
条
件
改
善
に
向

け
討
論
を
行
い
、
一
昨
年
か

ら
毎
年
本
社
交
渉
を
展
開
し

て
き
た
。
会
社
の
姿
勢
を
変

更
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
労

が
職
場
の
声
を
取
上
げ
、
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。
労

働
条
件
の
問
題
と
安
全
や
技

術
継
承
の
課
題
を
若
い
人
に

引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ

準
備
地
本
の
八
王
子
地
区
本

部
・
田
中
委
員
長
よ
り
、「
駅

委
託
化
や
メ
ン
テ
効
率
化
等

で
１
５
０
０
名
の
人
員
削

減
」「
仕
事
総
点
検
行
動
で

の
職
場
交
渉
や
支
社
交
渉
の

取
り
組
み
」「
４
月
か
ら
３

名
の
組
織
拡
大
」
と
現
状
に

つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
八
王
子
地
電
協
の
後
藤

議
長
よ
り
「
八
王
子
で
も
２

名
の
若
手
が
加
入
し
た
。
交

流
会
を
続
け
る
意
義
を
大
切

に
し
、
お
互
い
に
学
ん
で
職

場
で
広
め
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
・
大
沼
委
員

長
か
ら
「
①
エ
ル
ダ
ー
雇

用
制
度
の
一
部
見
直
し
で
本

体
へ
の
運
用
拡
大
と
労
働
条

件
の
改
善
が
あ
っ
た
。
課
題

と
し
て
減
額
制
度
の
低
減
や

年
金
減
額
等
の
改
善
を
会
社

に
求
め
て
い
く
。
②
こ
の
４

月
か
ら
女
性
も
含
め
て
９
名

が
加
入
し
、
拡
大
の
流
れ
は

出
来
て
い
る
。
今
日
ま
で
の

関
わ
り
を
強
め
職
場
改
善
お

よ
び
組
織
拡
大
に
も
繋
げ
た

い
。
③
国
労
の
課
題
と
し
て
、

組
織
減
少
の
中
で
の
財
政
問

題
。
組
合
未
加
入
者
に
組
合

の
重
要
性
を
訴
え
る
取
り
組

み
。
職
場
実
態
か
ら
問
題
点

り
、
今
年
八
王
子
信
通
技
セ

で
２
名
、
仙
台
信
通
技
セ
で

１
名
の
若
手
が
国
労
加
入
を

決
意
し
て
く
れ
た
こ
と
は
大

き
な
意
義
に
繋
が
る
。
今
後

の
要
求
提
出
に
向
け
『
制
度

関
係
・
職
場
設
備
環
境
・
施

策
へ
の
対
応
・
出
向
職
場
の

労
働
条
件
の
問
題
』
等
を
議

論
し
、
労
働
協
約
改
訂
や
組

織
強
化
拡
大
の
闘
い
へ
と
展

開
し
て
い
き
た
い
」
と
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
科
毎
に
別

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

つ
い
て
職
場
実
態
と
突
き
合

わ
せ
な
が
ら
議
論
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
各
分
科
会
を
引

き
続
き
行
い
、

最
後
に
高
橋
議

長
が
「
昨
年
は

基
本
要
求
を
提

出
し
た
が
、
今

年
は
分
科
要
求

を
作
成
し
た
い
。

ま
た
ス
マ
ー
ト

メ
ン
テ
施
策
の

実
施
に
向
け
て

情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
要
求

作
り
を
し
て
い

く
。
欠
員
状
態

や
技
術
低
下
が

安
全
・
安
定
輸
送
を
脅
か
し

て
い
る
が
、
そ
れ
を
食
い
止

め
る
電
気
協
議
会
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
交
流
会
に
参

加
し
た
若
手
の
思
い
に
組
織

拡
大
の
熱
意
を
貰
っ
た
。
今

ま
で
以
上
に
職
場
か
ら
奮
起

を
」
と
締
め
括
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
電
気
協
議
会
発
）

　

６
月
10
日
〜
11
日
、
第
30

回
国
労
東
日
本
電
気
職
場
交

流
会
が
山
梨
県
笛
吹
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
若

手
４
名
も
含
め
た
71
名
が
参

加
し
、
交
流
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
集
会
は
、
岸

副
議
長
の
司
会
で
開
会
し
、


